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給
付
額
の
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正
の
問
題
と
～

“
残
さ
れ
た
課
題

”

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
提
起

「
働
く
」
要
望
書
２
０
１
９
年
１０
月
１８
日
の
第
４３
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
福
岡
県
大
会
で
協
議
さ
れ
て
、
再
提
出
に
至
っ
た
望
書
で
す
。

提
出
先

本
部
理
事
会
・
各
県
支
部
に
お
い
て
協
議
を
が
し
ま
す
。

提
出
者

２
０
１
９
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
福
岡
県
大
会
・
主
管

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

会
長

藤
田

幸
廣

労
災
介
護
補
償
制
度
及
び
、
介
護
補
償
給
付
額
の
見
直
し
に
関
す
る
要

望
書

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
労
働
災
害
被
災
者
に
対
す

る
生
活
・
療
養
・
介
護
補
償
の
政
策
向
上
の
た
め
に
鋭
意
、
ご
配
慮
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
表
記
の
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
（
以
下
、
労
災
と
い
う
）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
Ｈ
７
年(
９５)
法
律
第
３５
号
）
は
、
第
１
３
２
回
通
常
国
会
で
、
平
成
７

年
３
月
１５
日
に
成
立
し
、
同
月
２３
日
（
発
基
第
２５
号
・
通
達
）
に
公
布

さ
れ
、
同
法
は
、
平
成
８
年
４
月
１
日
に
施
行
「
発
基
第
９５
号
・
通
達

Ｈ
８
年
３
月
１
日
、
同
法
第
１９
条
２
に
介
護
補
償
給
付
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
通
達
で
、
介
護
給
付
の
創
設
の
趣
旨
・
改
正
の
給
付
内
容

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
「
介
護
補
償
給
付
の
運
用
の
関
す
る
事

項
（
範
囲
・
報
酬
額
）」
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
据

え
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

【
介
護
（
補
償
）
給
付
の
請
求
手
（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
・

https://w
w

w.m
hlw.go.jp/new

-info/kobetu/roudou/gyousei/.

）
参
照

２１４
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二
〇
一
九
年
十
月
一
二
日
に
、

久
留
米
特
別
支
援
学
校
で
行
わ
れ

た
藤
井
克
徳
氏
の
講
演
会
に
出
か

け
た
。
講
演
の
表
題
は
、
今
こ
そ

問
わ
れ
る
『
優
生
思
想
』
～
障
害

者
権
利
条
約
か
ら
障
害
者
差
別
解

消
法
そ
し
て
条
例
づ
く
り
へ
～
。

藤
井
氏
は
、
日
本
障
害
者
協
議

会
代
表
、
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

副
代
表
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
専
務
理

事
、
そ
の
他
多
く
の
障
害
者
団
体

の
役
職
在
任
中
で
あ
る
。
本
日
の

講
演
の
あ
ら
ま
し
を
左
記
に
示
す

こ
と
に
す
る
。

Ⅰ

障
害
者
は
特
別
な
人
か

１
、
障
害
者
の
実
数
（
厚
労
省
の

最
新
デ
ー
タ
か
ら
）

２
、
障
害
は
例
外
な
く
す
べ
て
の

人
び
と
に

Ⅱ

障
害
者
の
今

１
、
看
過
で
き
な
い
事
象

①
「
や
ま
ゆ
り
園
」
事
件
の
発
生

（
二
〇
一
六
年
七
月
二
六
日
未
明

一
九
人
の
刺
殺
二
七
人
が
刺
傷
）

②
「
座
敷
牢
」（
監
禁
）
状
態
の
発

覚
（
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八

年
に
か
け
て
、
今
年
の
七
月
も
）

③
変
ら
な
い
社
会
的
入
院
・
社
会

的
入
所
問
題
な
ら
び
に
身
体
拘
束

④
国
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
水
増

し
問
題
（
水
増
し
問
題
の
５
段
階

官
製
の
障
害
者
排
除
・
差
別
）

⑤
釈
然
と
し
な
い
優
生
保
護
法
被

害
者
へ
の
国
の
対
応

⑥
そ
の
他
（
出
生
前
診
断
、
安
楽

死
問
題
な
ど
）

２
、
看
過
で
き
な
い
事
象
に
共
通

す
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①

優
生
思
想
（
障
害
者
へ
の
排
除

や
差
別
、
社
会
防
衛
的
な
考
え
方

と
も
重
な
り
な
が
ら
）

②

標
的
の
多
く
が
無
抵
抗
者（
犠

牲
は
知
的
障
害
者
と
精
神
障
害
者

に
集
中
）

③

不
可
逆
的
な
被
害（
元
の
人
生

や
状
態
に
戻
れ
な
い
）

Ⅲ

障
害
の
あ
る
人
の
過
去

①

世
界
を
覆
っ
た
優
生
思
想

②

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
時
代
と
障
害

者③

恐
怖
の
Ｔ
４
作
戦

Ⅳ

優
生
思
想
に
ど
う
対
峙
す
る

か１
、
優
生
思
想
は
人
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
、
人
で
し
か
克

服
で
き
な
い
も
の

２
、
障
害
者
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
（
市
民
意

識
と
政
策
と
の
関
係
）

３
、
障
害
者
権
利
条
約
を
社
会
と

心
の
隅
々
に
（
新
た
な
障
害
者
観

固
有
の
尊
厳
）

Ⅴ

参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ

①
集
ま
る
こ
と

②
学
ぶ
こ
と

③
つ
な
が
る
こ
と
④
伝
え
る
こ
と

⑤
動
く
こ
と

Ⅵ

む
す
び

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

今
こ
そ
問
わ
れ
る
「
優
生
思
想
」
の
講
演
を

聴
い
て
思
う
こ
と

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
時
期
、
熱

中
症
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
福
祉
会
館
の
講

座
で
熱
中
症
予
防
と
感
染
症
の
予

防
講
座
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
改
め
て
確
認
し

て
注
意
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
体
温

調
整
の
仕
組
み
は
、

暑
さ
で
、
体
温
が
上
昇
す
る

運
動
や
活
動
で
体
温
が
上
昇
す
る

汗
が
蒸
発
し
て
、
気
化
熱
で
体
温

を
下
げ
る

血
管
が
拡
張
し
、
皮
膚
に
多
く
の

血
液
を
集
め
放
熱

体
温
の
熱
が
、
外
気
へ
逃
げ
る

体
温
が
、
調
整
さ
れ
る

と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
防
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
熱
中
症
の
要
因
と
し
て
、

１
、
環
境

外
気
温
が
高
い

湿
度
が
高
い

風
が
弱
い

急
に
熱
く
な
る
熱
波
の
襲
来

２
、
か
ら
だ

高
齢
者
・
乳
幼
児
・
発
熱
や

下
痢
で
脱
水
状
態
・
低
栄
養
・
二

日
酔
い
・
睡
眠
不
足
・
糖
尿
病
な

ど３
、
行
動

長
い
時
間
屋
外
で
過
ご
す
・

な
れ
な
い
運
動
・
屋
外
作
業

水
分
補
給
が
不
十
分
・
水
分

補
給
が
で
き
な
い

と
３
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
環
境
、
か
ら
だ
、
行
動

の
３
つ
の
要
因
が
相
ま
っ
て
熱
中

症
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。

当
然
ピ
ー
ク
は
８
月
で
す
が
５

月
か
ら
９
月
の
間
は
注
意
を
要
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
の
北
九
州
市
の
救
急
搬
送

者
数
は
、
６
０
３
人
で
前
月
よ
り

も
１
２
２
人
増
え
た
そ
う
で
す
。

時
間
帯
は
、

０
時
～
５
時
（
１
７
人
）

６
時
～
１２
時
（
１
４
２
人
）

１２
時
～
１８
時
（
３
１
７
人
）

１８
時
～
２３
時
（
１
２
７
人
）

と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
気
温
の

上
が
る
昼
過
ぎ
が
、
一
番
多
い
よ

う
で
す
。
意
外
に
思
っ
た
の
は
、

一
日
の
疲
れ
が
出
る
夕
方
よ
り
午

前
中
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

男
女
比
を
見
る
と
、

男
性
（
３
６
８
人
）

女
性
（
２
３
５
人
）

屋
内
と
屋
外
と
で
は
、

屋
内
（
４
２
０
人
）

屋
外
（
１
８
３
人
）

と
な
っ
て
い
て
男
性
が
多
く
、
一

方
、
屋
内
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

屋
内
の
場
合
は
、
案
外
熱
中
症

に
対
し
て
油
断
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

熱中症予防について
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今
年
の
プ
ロ
野
球
も
い
よ
い
よ

最
終
章
を
迎
え
て
い
る
。
私
は
、

テ
レ
ビ
観
戦
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
の
勝
ち
負
け
に
一
喜
一
憂
。

ホ
ー
ク
ス
が
勝
っ
た
時
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
の
は
し
ご
を
し

な
が
ら
余
韻
に
浸
る
日
々
だ
。

さ
て
、
３
年
前
に
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス

の
２
軍
、
３

軍
の
球
場
が

筑
後
市
に
オ

ー
プ
ン
。
何

も
な
か
っ
た

田
舎
の
ど
真

ん
中
に
立
派

な
球
場
が
出

現
し
た
。

２
軍
球
場
の
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ

ジ
ア
ム
筑
後
（「
タ
マ
ス
タ
筑
後
」）

に
は
、
何
度
か
野
球
観
戦
に
行
っ

た
。
野
外
な
の
で
暑
か
っ
た
り
、

寒
か
っ
た
り
、
強
風
に
吹
か
れ
た

り
も
す
る
。
ボ
ー
ル
が
バ
ッ
ト
に

当
た
る
乾
い
た
打
球
音
、
ミ
ッ
ト

に
収
ま
る
音
な
ど
、
ヤ
フ
オ
ク
ド

ー
ム
で
は
味
わ
え
な
い
、
臨
場
感

が
伝
わ
っ
て
く
る
球
場
だ
。

地
元
に
野
球
場
が
出
来
て
、
身

近
で
本
格
的
な
野
球
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
障
害
者
の

社
会
参
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
障
害

当
事
者
、
関
係
者
と
一
緒
に
２
軍

球
場
「
タ
マ
ス
タ
筑
後
」
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
調
査
を
行
な
っ
た
。

改
め
て
課
題
も
見
つ
か
り
、
改

善
策
を
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

に
提
言
し
た
。

そ
の
後
、
早
速
、
改
善
さ
れ
た

箇
所
も
あ
る
の
で
提
言
内
容
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
。

○
障
害
者
用
ト
イ
レ

ま
ず
、
気
に
な
る
の
が
障
害
者

用
ト
イ
レ
。
一
塁
側
の
球
場
外
側

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
階
を
降
り
て

す
ぐ
左
に
、
多
目
的
ト
イ
レ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
球
場
外
側
の
多
目
的

ト
イ
レ
が
、
一
般
女
性
と
兼
用
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

特
に
入
場
前
は
、
こ
の
ト
イ
レ

の
み
の
利
用
に
な
り
、
車
い
す
使

用
者
は
長
時
間
待
た
さ
れ
る
。

改
善
策
と
し
て
、
一
般
女
性
は

近
く
の
フ
ァ
ン
テ
ラ
ス
（
グ
ッ
ズ

な
ど
の
売
店
）
の
女
性
ト
イ
レ
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
兼
用

を
無
く
す
こ
と
を
提
案
し
た
。

□
そ
の
後
の
対
応

表
示
も
変
わ
っ
た
が
、
車
い
す

使
用
者
が
待
た
さ
れ
て
い
る
時
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
フ
ァ
ン
テ
ラ
ス
の
女

性
用
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
貰
う
よ

う
に
、
声
か
け
を
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
面
で
、
対
応
を
心
が
け

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

○
転
落
防
止

車
い
す
席
に
行
く
に
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
３
階
で
降
り
て
、
左

に
曲
が
る
。

し
か
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の

ス
ペ
ー
ス
が
少
し
狭
く
、
観
客
席

と
の
間
に
、
遮
る
も
の
が
な
い
の

で
不
安
に
感
じ
る
。

特
に
、
階
段
の
所
は
、
何
か
の

拍
子
で
ス
ー
ッ
と
車
い
す
が
進
ん

で
し
ま
う
と
、
転
落
の
危
険
性
も

あ
り
、
ゾ
ッ
と
す
る
。

階
段
を
使
う
人
の
移
動
も
、
確

保
し
な
が
ら
、
車
い
す
使
用
者
が

安
心
し
て
移
動
で
き
る
よ
う
に
、

転
落
防
止
の
柵
な
ど
を
設
置
す
る

よ
う
提
案
し
た
。

誰
も
が
楽
し
め
る

野
球
場
を
目
指
し
て

筑
後
支
部

東

聖
二

「
タ
マ
ス
タ
筑
後
」
に
提
言

多目的トイレ
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セ
ル
フ
プ
ラ
ン
で
時
間
数

を
勝
ち
取
る
。
（
会
員

Ａ
）

支
援
法
に
な
り
、
１２
年
ほ
ど
を

か
け
、
や
っ
と
「
家
族
が
い
て
も
単

身
者
世
帯
に
準
ず
る
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
足
り
て
い
な
か
っ
た
時

間
数
を
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
で
認
め
さ

せ
た
。
こ
れ
ま
で
、
支
援
費
制
度
前

か
ら
、
福
岡
市
と
介
護
体
制
に
つ
い

て
、
協
議
し
て
や
っ
と
認
め
さ
せ
て

き
た
も
の
を
支
援
法
が
奪
っ
て
い

た
。
支
援
法
に
な
る
や
否
や
、
課
長

が
変
わ
り
、「
こ
れ
ま
で
の
こ
と
は

間
違
い
だ
っ
た
」
と
驚
く
ほ
ど
愕
然

と
来
る
答
え
に
、
も
う
や
り
き
れ
な

さ
や
、
悔
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
落

ち
て
い
く
体
力
と
機
能
、
そ
れ
に
よ

る
悲
惨
な
生
活
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
ひ
た
す
ら
福
岡
市
に
対
し
て
、

要
求
し
続
け
て
き
た
。
行
く
度
に
、

「
検
討
す
る
。
今
は
無
理
。
お
金
が

な
い
。」
挙
句
に
人
事
異
動
で
、
課

長
や
担
当
者
が
入
れ
替
わ
っ
て
、

一
か
ら
同
じ
話
を
し
た
こ
と
が
、
何

度
も
あ
っ
た
。
本
当
に
、
こ
こ
ま
で

な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

こ
と
を
行
政
は
、
勝
手
に
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
あ
の
時
の
確
約
の
仕
方
が
、

甘
か
っ
た
の
か
。
悔
や
み
と
憤
り
と

孤
立
感
を
感
じ
て
い
た
。
地
元
の
当

事
者
た
ち
、
東
京
の
組
合
の
人
達
や

弁
護
士
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
相
談
と
協

力
を
求
め
て
、
と
に
か
く
要
求
だ
け

は
出
し
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
生

活
困
難
な
実
情
を
書
い
て
ま
と
め

て
、
普
段
来
て
い
る
介
護
者
の
人
と

一
緒
に
行
き
、
実
情
を
説
明
し
た
。

そ
こ
で
よ
う
や
く
、
自
分
の
主
張

が
、
四
月
、
か
ら
五
月
に
認
め
ら
れ

た
。
差
所
は
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
で
は

な
く
「
特
例
な
の
で
客
観
性
が
必
要
」

と
し
て
「
相
談
員
の
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
で
な
い
と
認
め
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
何
か
引
っ
か
か
っ
た
の
で
、
要

求
者
組
合
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
は
国
と
話
し
合

い
相
談
員
の
計
画
と
同
様
に
認
め

ら
れ
て
い
て
、
権
利
と
し
て
あ
る
。

特
例
と
言
っ
て
も
、
自
分
が
何
度

も
支
援
法
に
な
り
、
状
況
を
説
明
し

て
も
相
手
に
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
、
職
務
怠
慢
で
は
な
い
か
」
と
い

う
こ
と
を
ま
と
め
て
、
要
望
書
に
し

て
、
回
答
を
今
月
２０
日
ま
で
と
し

て
待
っ
て
い
た
。

そ
の
前
日
、
市
の
担
当
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
ま

ま
で
７
月
３１
日
以
降
も
月
３
９
６

ｈ
間
を
認
め
る
の
で
、
東
区
役
者
の

担
当
者
ま
で
手
続
き
を
す
る
よ
う
」

に
言
わ
れ
た
。

や
っ
と
、
１２
年
間
ほ
ど
や
り
続

け
た
要
求
が
、
通
っ
た
と
ホ
ッ
と
し

た
半
面
、
行
政
な
ん
て
課
長
が
「
認

め
る
」
と
い
う
か
ど
う
か
そ
れ
だ
け

で
、
自
分
達
の
生
活
が
一
転
す
る
。

嬉
し
さ
と
怖
さ
も
感
じ
た
。

と
り
あ
え
ず
、
不
安
と
怖
さ
か
ら

は
解
放
さ
れ
た
。
関
係
者
に
連
絡
を

す
る
、
二
日
間
だ
っ
た
。

１０
年
以
上
も
要
求
し
続
け
た
自

分
に
、
何
よ
り
も
の
励
み
に
な
っ
た
。

ま
だ
、
ど
こ
か
で
一
人
で
何
も
知

ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
障
害
を
持

っ
て
い
る
仲
間
た
ち
に
、
ぜ
ひ
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
、
ど
ん
な
苦
境
だ

ろ
う
と
、
向
か
っ
て
い
こ
う
と
す
る

意
欲
を
、
一
つ
忘
れ
な
い
で
欲
し
い

と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、

い
ろ
ん
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
、

多
く
の
人
た
ち
が
、
ま
だ
ま
だ
全
国

に
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
人
た
ち
に

伝
え
た
い
と
、
感
じ
て
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
ご
協
力
し
て

頂
い
た
関
係
者
に
、
感
謝
し
た
い
。

・
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
と
は
、
支
援
相
談

員
（
障
害
者
の
ケ
ア
マ
ネ
）
の
手
を

借
り
ず
に
、
自
分
の
状
態
を
考
え
、

自
分
自
身
で
ど
う
や
っ
て
過
ご
し

て
い
く
か
を
考
え
て
、
計
画
す
る
こ

と
。
相
談
員
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば

時
間
数
が
足
り
な
い
と
か
、
就
学
し

た
い
と
か
希
望
し
て
も
、
直
接
行
政

と
話
し
合
っ
て
、
実
現
す
る
ま
で
に

は
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
団
体

が
国
に
対
し
て
認
め
さ
せ
た
、
制
度

で
す
。
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は
じ
め
に

福
岡
県
弁
護
士
会
が
一
九
九
〇

年
（
平
成
二
年
）
一
二
月
一
日
に

自
主
的
に
創
設
し
た
、待
機
制「
当

番
弁
護
士
制
度
」
は
、
各
都
道
府

県
弁
護
士
会
五
二
部
会
の
協
力
に

よ
っ
て
、
一
九
九
二
年
か
ら
全
国

的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

分
か
り
易
く
言
え
ば
、
逮
捕
勾

留
に
よ
り
身
柄
が
拘
束
さ
れ
た
被

疑
者
が
、
弁
護
士
会
に
対
し
、
弁

護
人
の
依
頼
を
申
入
れ
し
、
当
番

弁
護
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
弁
護
士

が
、
予
め
指
定
さ
れ
た
当
番
日
に

待
機
し
、
弁
護
士
会
を
通
じ
て
被

疑
者
の
接
見
依
頼
を
受
け
（
初
回

は
無
料
）、
被
疑
者
と
接
見
し
、
依

頼
が
あ
れ
ば
私
選
弁
護
と
し
て
受

任
す
る
制
度
で
す
。

私
は
、「
電
話
一
本
で
駆
け
つ
け

ま
す
。
当
番
弁
護
士
ス
タ
ー
ト
、

さ
っ
そ
く
相
談
舞
い
込
む
」。と
の
、

一
九
九
〇
年
一
二
月
一
日
付
け
の

朝
日
新
聞
夕
刊
の
見
出
し
を
ま
ざ

ま
ざ
と
思
い
だ
し
ま
す
。
私
が
初

め
て
、
こ
の
「
当
番
弁
護
士
」
と

い
う
当
時
耳
慣
れ
な
い
言
葉
に
出

会
っ
た
の
は
、
こ
の
記
事
を
見
る

三
日
前
の
一
一
月
二
九
日
に
福
岡

県
弁
護
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
当
番
弁
護
士
制
度
発
足
記
念
集

会
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
出
良

知
・
静
岡
大
教
授
（
現
・
九
州
大

学
名
誉
教
授
）
の
歯
切
れ
の
良
い

記
念
講
演
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
大
出
教
授
は
「
刑

事
事
件
の
被
告
人
だ
け
で
は
な
く
、

被
疑
者
段
階
か
ら
の
弁
護
人
依
頼

権
の
保
障
は
刑
事
手
続
上
の
重
要

課
題
で
あ
り
、
違
法
、
不
当
な
取

り
調
べ
を
阻
止
し
て
冤
罪
を
防
ぐ

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
、
憲

法
や
刑
事
訴
訟
法
の
条
文
を
根
拠

に
論
理
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
福
岡
県
弁
護
士
会
の
当
番
弁

護
士
制
度
の
ス
タ
ー
ト
こ
そ
適
正

手
続
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
試
み
に
よ
っ
て
、
被
疑

者
の
た
め
の
弁
護
制
度
は
歴
史
的

転
換
点
を
迎
え
た
」。そ
し
て
、「
既

に
賽
は
投
げ
ら
れ
た
」「
錦
の
御
旗

は
我
に
あ
り
」
と
の
、
大
出
教
授

の
言
葉
は
会
場
内
の
弁
護
士
や
学

者
そ
し
て
市
民
の
人
達
を
ど
れ
だ

け
勇
気
づ
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
様
な
、
当
番
弁
護
士
制
度

発
足
と
い
う
歴
史
的
改
革
の
瞬
間

を
一
般
市
民
の
私
が
法
律
の
専
門

家
と
言
わ
れ
る
人
達
と
共
有
で
き

た
こ
と
は
大
変
に
意
義
深
い
こ
と

で
し
た
。

当
番
弁
護
士
を
支
援
す
る

市
民
の
会
・
福
岡
の
活
動

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
７

月
に
、
椎
名
誠
、
竹
下
景
子
両
氏

な
ど
の
呼
び
か
け
で
、
当
番
弁
護

士
制
度
を
財
政
的
に
支
援
し
、
制

度
の
拡
充
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ガ

ン
バ
レ
当
番
弁
護
士
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
、
共
に
「
当
番
弁
護
士
を

支
援
す
る
市
民
の
会
・
全
国
」
が

発
足
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

法
制
化
に
向
け
て
市
民
へ
の
啓
発

活
動
隊
と
し
て
一
九
九
四
年
一
月

に
、
私
が
所
属
す
る
、「
当
番
弁
護

士
を
支
援
す
る
市
民
の
会
・
福
岡
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
、
集
ま

っ
た
の
は
、
市
民
、
学
者
、
学
生
、

弁
護
士
な
ど
の
一
一
名
で
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
が
増
え
続
け
て

最
多
会
員
数
は
二
五
〇
名
と
な
り

ま
し
た
。
発
足
以
来
、
当
番
弁
護

士
を
市
民
の
ス
タ
ン
ス
で
様
々
な

側
面
で
支
援
を
す
る
こ
と
の
一
点

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

電
話
一
本
で
逮
捕
勾
留
先
に
弁
護

士
が
駆
け
つ
け
、
違
法
、
不
当
な

取
調
べ
か
ら
被
疑
者
を
守
り
、
自

白
の
強
要
と
冤
罪
を
防
ぎ
充
実
し

当
番
弁
護
士
制
度
と
市
民
の
会
に
関
す
る
一
考
察

福
岡
支
部

久
保

親
志
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！
日
本
へ
の
警
告
！

日
本
の
未
来
の
切
り
開
き
方
！

ジ
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

世
界
的
投

資
家
だ
け
に
見
え
る
！
（
小
里
博
栄

取
材
・
翻
訳
・
監
修
・
花
輪
陽
子

監
修

）

本
署
に
は
衝
撃
的
な
近
未
来
予

測
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
日
本
は
貧
し
く
り
、

犯
罪
大
国
に
な
る
、
そ
し
て
や
が

て
消
滅
す
る
、
近
い
将
来
、
南
北

朝
鮮
が
統
一
し
、
目
覚
ま
し
い
経

済
発
展
を
遂
げ
る
な
ど
で
る
。」ジ

ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
と
り
わ
け

日
本
の
将
来
に
対
し
て
悲
観
的
で

あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、

「
少
子
化
と
高
齢
化
に
伴
う
労
働

力
不
足
、
そ
し
て
社
会
保
障
費
の

負
担
増
と
国
の
膨
大
な
借
金
を
挙

げ
て
い
る
。
～
こ
れ
か
ら
対
策
を

打
っ
て
、
相
当
の
覚
悟
で
臨
ま
な

い
と
予
言
通
り
に
な
る
だ
ろ
う
。」

世
界
の
政
治
経
済
の
動
向
を
誰
よ

り
も
早
く
予
測
し
、
株
式
投
資
に

成
功
し
て
き
た
投
資
家
は
、「
日
本

は
長
年
に
わ
た
っ
て
驚
愕
の
財
政

赤
字
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
税
金
や
社
会
保
障
費
を
負
担
す

る
人
の
数
は
減
少
し
続
け
て
い
る

の
だ
。
財
政
赤
字
が
減
る
ど
こ
ろ

か
増
え
続
け
て
い
る
一
方
で
、
人

口
減
少
は
致
命
的
で
あ
る
。
子
供

も
生
ま
ず
、
移
民
を
受
け
入
れ
る

こ
と
も
嫌
な
の
で
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
生
活
水
準
の
低
下
を
受
け
入

れ
る
し
か
な
い
。
～
高
度
経
済
成

長
時
代
の
成
功
体
験
を
持
つ
日
本

人
は
、
現
状
維
持
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
誰
だ
っ
て
、
自
分
た

ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
保
ち
た

い
と
思
う
も
の
だ
。そ
の
た
め
に
、

お
金
を
借
り
て
生
活
水
準
を
維
持

し
て
い
る
の
が
、
日
本
の
現
在
の

姿
だ
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
企
業

は
内
部
保
留
金
を
た
め
込
ん
で
お

り
（
四
百
兆
）
、
社
員
へ
の
給
料
は

還
元
し
て
い
な
い
た
め
、
す
で
に

ジ
ワ
ジ
ワ
と
生
活
水
準
は
下
が
っ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
現
状

を
放
置
し
た
結
果
、
い
ず
れ
間
違

い
な
く
起
き
る
現
状
を
日
本
人
は

直
視
し
て
い
な
い
。

日
本
人
の
子
供
た
ち
、
つ
ま
り

将
来
世
代
の
破
滅
と
い
う
現
実
を
。

日
本
の
子
供
た
ち
は
、
気
の
毒

に
も
大
人
た
ち
の
ツ
ケ
を
払
わ
さ

れ
る
未
来
が
待
っ
て
い
る
。
私
が

日
本
に
住
む
一
〇
歳
の
子
供
で
あ

れ
ば
、
一
刻
も
早
く
日
本
を
飛
び

出
す
こ
と
を
考
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
五
五
年
以
来
、
ほ
ぼ
ず
っ

と
与
党
で
あ
り
続
け
て
き
た
自
由

民
主
党
の
政
治
家
は
、
無
駄
な
公

共
事
業
を
続
け
て
、
財
政
赤
字
を

膨
ら
ま
せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
公

共
事
業
は
、
地
元
有
権
者
と
地
方

の
政
治
家
の
ご
機
嫌
取
り
を
取
る

以
外
に
、
何
ら
経
済
的
意
味
の
な

い
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
悪
し
き
伝
統
が
日
本
の
状
態

を
悪
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
日
本
が
抱
え
る
長
期
債

務
残
高
は
、
二
〇
一
八
年
度
末
の

予
算
に
よ
る
と
、
国
だ
け
で
も
九

四
七
兆
円
に
上
る
。
一
〇
年
前
の

二
〇
〇
八
年
度
末
時
点
で
は
、
六

〇
七
兆
円
で
、
こ
れ
で
も
す
で
に

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
、
巨
額
の
水

準
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
も

年
々
、
恐
ろ
し
い
ペ
ー
ス
で
、
借

金
を
増
や
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇

年
間
で
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
が
、

ど
れ
だ
け
の
力
を
つ
け
て
き
た
か

を
考
え
る
と
、
日
本
と
の
落
差
に

目
眩
を
感
じ
る
思
い
だ
。
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財
政

収
支
）
を
均
衡
に
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
日
本
は
、
借
金
を
返

す
た
め
に
、
公
債
を
発
行
す
る
悪

循
環
か
ら
、
抜
け
出
せ
な
い
で
い

る
。
日
本
は
、
内
側
か
ら
蝕
ま
れ

て
（c

o
rro

d
in

g

）

い
る
の
だ
。
安
倍

首
相
が
借
金
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い

る
の
は
、
最
終
的
に
、
借
金
を
返

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
局
面
に

な
っ
た
と
き
は
、
自
分
が
こ
の
世

に
い
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
。

自
分
や
、
自
ら
の
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
彼
の
行
動
原
理
で
あ

り
、
そ
の
ツ
ケ
を
払
う
の
は
日
本

の
若
者
だ
。」
さ
て
ど
う
捉
え
る
か

が
！
問
わ
れ
て
い
る 

 
 

（
し
ん
）
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

５
月
１１

日

福
岡
県
総
会

春

日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

福

祉
特
一
室

７
月
１９
日
～
２０

日

九
州
ブ
ロ

ッ
ク
定
例
会
議

春
日
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
６
階

福
祉
特
一
室

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

公
務
部
門
に
お
け
る
障

害
者
雇
用
に
関
す
る
基

本
方
針

平
成
３０
年
１０
月
２３

日
公
務
部

門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議  

（
坂
本
一
憲
）

（
４
）
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

対
応上

記
の
取
組
に
つ
い
て
、
各
地

方
公
共
団
体
の
実
情
に
応
じ
、
本

基
本
方
針
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
厚

生
労
働
省
及
び
、
総
務
省
よ
り
要

請
す
る
。

（
５
）
定
員
・
予
算
措
置

上
記
施
策
の
推
進
に
必
要
と
な

る
定
員
及
び
、
予
算
に
つ
い
て
は

適
切
に
措
置
す
る
も
の
と
す
る
。

５
．
今
後
に
向
け
て
、
本
基
本
方

針
に
基
づ
く
、
取
組
状
況
に
つ
い

て
は
、
本
閣
僚
会
議
等
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
る
体
制
の
下

に
お
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
こ
と
と
し
、
今
般
の
事
態
の

再
発
防
止
及
び
、
障
害
者
の
活
躍

の
場
の
拡
大
に
向
け
た
、
取
組
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
際
、
本
基
本
方
針
の
目
指

す
も
の
は
、
法
定
雇
用
率
が
未
達

成
の
府
省
に
お
け
る
、
法
定
雇
用

率
の
達
成
に
留
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い

る
府
省
も
含
め
、
障
害
の
あ
る
方

が
意
欲
と
能
力
を
発
揮
し
、
活
躍

で
き
る
場
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
あ
り
、
今
後
に
お
い

て
も
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
、
障

害
者
の
雇
用
を
不
断
に
推
進
し
て

い
く
。（
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。）

公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用

に
関
す
る
基
本
方
針

（
平
成
３０

年
１０

月
２３

日

公
務

部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）

https://w
w

w.m
hlw.go.jp/content

/11601000/000375741.pdf
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編
集
後
記

わ
だ
ち
編
集
中
の
こ
と
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
、

死
者
が
出
た
そ
う
で
す
。
大
流
行

し
な
い
か
、
心
配
で
す
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

２０18 年日本の一人当たりの GDP（経済成長率）は、世界２６位でアジアでもマカオ（3 位）、

シンガポール（8 位）、香港（17 位）に大きく水をあけられ、韓国（31 位）に迫っています。

主要 7 か国では、首位から 6 位に転落し、かつて世界の１５％を占めていた GDP も、30 年間

で６％に縮小しました。日本経済が低迷を続けた 30 年の間に、グローバル化の恩恵を受けて、中

国・インドを筆頭に新興国が、国民の豊かさを大きく伸ばしました。～一人あたりの平均年間総実

労働時間を見ると、15～64 歳の男性にかぎれば、あいかわらず世界でもっとも、長時間労働をし

ています。もうひとつは、労働生産性がアメリカの 3 分の２しかないことです。就業者全体でみれ

ば、正社員の比率は、ほぼ一定に保たれていますが、非正規の割合は、82 年４％～07 年の１２％

へと 3 倍に増えています。25 年間で何が起きたのか、自営業者が減ったのです。14%だった自営

業者は、07 年には７％になっています。自営業者の農業や飲食業・町工場等の「自営業」者は、次々

と廃業し、非正規に移行せざるをえなかった。また、90 年代以降は、派遣制の労働者は 2000 年

以前には全職域に達し、新規卒業の中卒・高卒・大卒も含めて「正社員」になれずに、非正規が増

大した。正社員と非正規は「身分」が違い、人間としての「価値」が違うということではないはず。

しかし、非正規者の給与は、正社員の半分位で働かされている。男女間の賃金格差も、拡大して

いる。その結果、2019 年 9 月 3 日 - 財務省が２日発表した、２０１８年度の法人企業統計調査

によると、資本金１０億円以上の大企業（金融・保険業を含む）の内部留保は、同年度末４４９兆

１４２０億円となり、過去最高を更新している。統計で比較可能な０８年度以来、毎年度増え続け

た。～『安倍のミックスによる金融緩和は、恐るべき規模で実行され、日銀は二歩の国債を買うと

いう、前代見聞の金融政策をとっている。2016 年 9 月には「金融緩和強化のための新しい枠組み」

として、指定した利回りで国債を無制限に、買い入れることを新たに導入した。いわゆる「指し値

オペ（公開市場操作）だ。これは、言い換えれば、紙幣を無制限に刷っていることに等しい。～中

央銀行が自らお金を刷って、日本円をだめにしようとするなどとは、誰一人として考えることもで

きなかっただろう。～先進国で最悪のレベルの財政赤字を抱え、国の借金が増え続ける中で、さら

に無駄な公共事業に公費を費やそうというのは正気の沙汰とは思えない。～最終的に借金を返さな

くてはならない局面になったときには、自分はこの世にいないからなのだろう。自分や、自分の体

制を維持することが行動原動力であり、そのツケを払うのは日本の若者だ。」（日本への警告・ジム・

ロジャーズ・『世界の投資家だけに見える日本の未来の切り開き方・講談社α新書）』から。是非読

んでほしい、これからを見極めるために。・・・・心機一転～志を新たに新年へ続投なのだ（しん）
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